
223.ハー  親しい人に「もう帰れ」と言うときに「帰れハー」とか「ハー帰れ」とは言いませんか？ 

 

 

ハーは｢語句の一区切りの所，もしくは文末について軽く感情を表す｣語です。｢ハー帰れ｣

と｢帰れハー｣という 2 通りの用法（ハーが｢帰れ｣の前後どちらへ接続するかが見られます。

「ハー帰れ」の衰退が速く，「帰れハー」については大きな衰退は見られません。むしろ

1976 年以降生まれの若い世代でも 3 割ほどの使用が見られます。 

「ハー帰れ」は，高年層での使用が多く確認できることから，「帰れハー」よりも古い語

形だと推察できます。 
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